
「
教
訓
抄
」
と
往
生
説
、
話
‘

、
、

士'【こIN

村

有乏

弘£

 
狛
近
真
の
手
に
成
る
「
教
訓
抄
」
は
、
天
福
元
年
（
一
一
一
三
三
）
に
成
立
し

た
。
時
に
、
近
心
は
五
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
「
わ
が
国
最
古
の
総
合
的
楽
書
」

（
植
木
行
宣
、
教
訓
抄
解
題
、
日
本
思
想
大
系
「
古
代
中
世
芸
術
論
」
、
岩
波

書
店
、
昭
和
四
十
八
年
）
で
あ
る
本
書
は
、

 
・
凡
古
老
赤
玉
ノ
人
々
二
多
年
ノ
間
ソ
ヒ
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
侍
シ
カ
バ
、
舞
楽

 
 
撫
付
、
各
口
伝
物
語
ハ
ソ
ノ
カ
ス
ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ
シ
カ
ト
モ
、
ミ
・
タ
モ

 
 
チ
ナ
カ
ザ
ヶ
ル
身
ノ
ク
チ
ヲ
シ
サ
ハ
、
ミ
ナ
ワ
ス
レ
侍
ヌ
ラ
メ
ト
モ
、
予

 
 
カ
ク
レ
候
ナ
ム
ノ
チ
ハ
、
メ
ク
ラ
ノ
杖
ヲ
ウ
シ
ナ
ヒ
タ
ル
カ
コ
ト
ク
ニ
テ

 
 
天
ノ
ウ
ラ
ミ
侍
ヌ
ラ
ム
。
末
ノ
世
ト
モ
ナ
レ
カ
シ
ト
テ
、
＋
巻
心
ヲ
ツ
ク

 
 
リ
テ
教
訓
抄
ト
名
タ
リ
。
 
（
序
）

と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
成
立
の
因
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
歌
舞

口
伝
五
巻
・
伶
楽
口
伝
五
巻
よ
り
成
る
本
書
が
、
単
に
、
楽
曲
・
楽
器
に
ま
つ

わ
る
口
伝
の
み
を
後
人
の
「
杖
」
と
な
る
べ
き
目
的
で
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
。

 
 
又
管
絃
ハ
、
．
ス
キ
モ
ノ
・
ス
ヘ
キ
事
ナ
リ
。
ス
キ
モ
ノ
ト
云
ハ
、
慈
悲
ノ

 
 
ア
リ
テ
、
ツ
ネ
ニ
ハ
モ
ノ
・
ア
ハ
レ
ヲ
シ
リ
テ
、
ア
ケ
ク
ン
・
ひ
ヲ
ス
マ
シ

 
．
テ
、
花
ヲ
見
、
月
ヲ
ナ
ガ
メ
テ
モ
、
ナ
ケ
キ
ァ
カ
シ
、
思
ヒ
ク
ラ
シ
テ
、

 
 
此
世
ヲ
イ
ト
ヒ
、
仏
ニ
ナ
ラ
ン
ト
思
ヘ
キ
ナ
リ
。
ナ
ヶ
二
笛
ヲ
吹
ナ
ラ
シ

 
 
テ
モ
、
羅
馬
タ
テ
マ
ツ
ル
、
法
ヲ
ホ
ム
ル
ト
思
フ
ヘ
シ
。
此
世
ノ
バ
カ
ナ

 
 
サ
、
久
シ
カ
ラ
ン
ハ
、
八
十
年
馬
イ
カ
ニ
イ
ハ
ム
ヤ
、
不
定
ノ
サ
カ
ヒ
ナ

 
 
リ
。
人
ノ
物
ヲ
ム
サ
フ
リ
ト
リ
テ
、
後
世
脚
長
ク
暗
キ
道
二
入
ナ
ン
ト

 
 
ス
。
タ
・
道
心
ノ
ア
ラ
ン
コ
ト
ハ
、
カ
タ
ク
ト
モ
、
罪
ア
ル
ハ
カ
リ
ノ
事

 
 
ハ
ア
ル
マ
シ
。
菩
薩
ノ
行
ヲ
ヲ
コ
サ
ン
事
ハ
、
カ
タ
ク
侍
り
。
無
縁
ノ
物

 
 
ヲ
ハ
、
ア
ハ
レ
ム
ヘ
キ
ナ
リ
。
舞
人
楽
人
ハ
、
コ
ト
ニ
フ
レ
テ
、
ナ
サ
ケ

 
 
ノ
ア
リ
テ
、
尋
常
ニ
フ
ル
マ
ウ
ヘ
キ
也
而
已
。
 
（
教
訓
抄
八
）

 
右
記
σ
ご
と
く
、
管
絃
者
は
、
数
寄
者
が
す
べ
き
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
数
．

寄
に
徹
す
る
こ
と
が
（
浄
土
の
道
へ
つ
な
が
る
と
説
く
。
こ
う
し
た
狂
言
綺
語

観
は
、
「
教
訓
抄
」
全
体
に
流
れ
て
い
る
。
勿
論
、
近
真
自
身
も
、
こ
の
「
ス

キ
モ
ノ
」
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
こ
と
は
、
自
分
等

身
誰
よ
り
も
認
知
し
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

 
「
教
訓
抄
」
著
述
の
主
目
的
が
、
歌
舞
口
伝
と
伶
楽
口
伝
を
集
大
成
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
著
者
近
真
自
身
に
関
し
て
い

え
ば
、

 
 
…
…
長
男
光
継
は
関
東
に
住
し
て
職
を
棄
て
、
次
男
光
葛
は
狂
し
て
道
に

（39）

「
教
訓
抄
」
と
往
生
説
話
、

t．



 
 
執
せ
ず
、
三
男
近
心
（
の
ち
真
葛
）
は
わ
ず
か
二
歳
に
す
ぎ
な
か
っ
だ
（

 
 
舞
楽
符
合
鋤
）
9
こ
の
家
芸
断
絶
の
お
そ
れ
が
『
教
訓
抄
』
撰
述
の
直
接

 
 
の
動
機
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
．
そ
の
背
後
に
衰
え
ゆ
く
道
へ
の
危
惧
が
働

 
 
い
て
い
た
の
も
た
し
か
で
あ
ろ
う
。
 
 
 
-
、

 
 
（
前
掲
「
教
訓
抄
」
解
題
）

と
述
べ
る
植
木
行
宣
氏
の
言
は
真
実
を
つ
い
て
い
る
。

 
 
而
ル
ニ
齢
既
二
六
旬
ニ
ミ
チ
ナ
ム
ト
ス
。
」
口
惜
キ
カ
ナ
ヤ
コ
一
両
ノ
息
男

 
 
ア
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
道
ニ
ス
カ
ス
シ
テ
徒
ニ
ア
カ
シ
ク
ラ
ス
事
、
宝
ノ
山

 
 
ニ
イ
リ
テ
手
ヲ
ム
ナ
シ
ク
シ
テ
イ
テ
ナ
ム
ト
ス
。
甚
愁
歎
無
レ
極
者
ナ
リ
。

 
 
（
序
）

と
い
う
近
真
の
慨
歎
は
、
「
一
両
ノ
息
男
」
が
「
道
ニ
ス
カ
ス
」
と
い
う
ど
こ

ろ
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
管
絃
の
道
へ
の
数
寄
が
、
最
上
と
し
か
考
え

よ
う
の
な
い
近
真
に
と
っ
て
、
「
ス
カ
ス
」
 
（
不
好
、
不
数
寄
）
と
い
う
状
態

が
、
い
か
に
「
愁
歎
無
極
」
で
あ
っ
た
か
は
想
像
に
難
く
な
い
。
 
「
昔
ヤ
ム
コ

ト
ナ
キ
人
」
の
言
と
し
て
「
諸
道
二
地
獄
ア
リ
。
 
（
中
略
）
管
絃
二
地
獄
ナ
シ

」
 
（
教
訓
抄
八
）
と
い
う
一
句
を
引
い
て
、
管
絃
を
通
し
て
極
楽
浄
土
の
壮
厳

を
思
念
し
続
け
た
近
真
で
あ
る
。

 
 
凡
ソ
舞
曲
ノ
源
ヲ
タ
ッ
ヌ
レ
ハ
、
仏
世
界
ヨ
リ
始
テ
、
天
上
人
中
二
、
シ

 
 
カ
シ
ナ
カ
ラ
、
妓
楽
雅
楽
ヲ
奏
シ
テ
、
三
宝
ヲ
供
養
シ
奉
テ
、
娯
楽
快
楽

 
「
ス
ル
業
ナ
ル
ヘ
シ
。
サ
レ
バ
カ
ノ
世
界
ニ
ハ
、
タ
ノ
シ
ミ
ノ
ミ
ア
リ
デ
、

 
 
ク
ル
シ
ミ
ナ
キ
故
二
、
吹
風
、
タ
ツ
波
、
鳥
ヶ
タ
物
ニ
イ
タ
ル
マ
テ
、
タ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
ナ
テ

 
 
ヘ
ナ
ル
コ
ト
ハ
、
黒
蝿
ヲ
唱
へ
、
歌
舞
ヲ
乙
テ
、
諸
ノ
仏
菩
薩
ヲ
讃
嘆

 
 
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
ナ
リ
。
シ
カ
ラ
ハ
、
コ
ノ
道
ニ
イ
ラ
ム
輩
ハ
、
コ
ノ
心
ヲ

 
 
フ
カ
ク
タ
ノ
ミ
テ
、
信
心
ラ
イ
タ
シ
テ
、
ミ
チ
ヲ
イ
ト
ナ
ム
ヘ
キ
ナ
リ
。

 
 
ア
キ

ソ
ノ
讃
少
々
申
侍
ヘ
シ
。
安
養
浄
土
二
」
ハ
、
ト
コ
シ
ナ
ヘ
ニ
㍉
翁
町
ヲ

奏
メ
、
菩
薩
ノ
曲
ヲ
ツ
ク
ス
。
迦
陵
鰻
登
、
苦
紛
無
我
ノ
鱒
ヲ
コ
タ
ル
コ

ト
ナ
シ
。
都
率
ノ
内
院
零
歳
、
常
二
慈
尊
萬
秋
楽
ヲ
奏
シ
テ
、
聖
衆
当
来

ノ
導
師
ヲ
ホ
メ
タ
テ
マ
ヅ
ル
。
天
上
世
界
ニ
ハ
覧
裳
羽
衣
ノ
曲
ヲ
カ
ナ
テ

テ
、
五
妙
ノ
音
楽
コ
ダ
ウ
ニ
ミ
チ
タ
リ
の
イ
カ
ニ
メ
テ
タ
カ
ル
ラ
ム
ト
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ
マ
レ
ン

随
喜
シ
テ
、
カ
ノ
世
界
二
生
ト
、
願
ヲ
ヲ
コ
ス
ヘ
シ
。
 
（
巻
第
七
）

但
狂
言
綺
語
ノ
タ
ワ
フ
レ
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
如
レ
此
仏
神
三
宝
ヲ
モ
納

受
セ
シ
メ
、
鬼
神
ヲ
モ
タ
ヒ
ラ
ク
ル
事
、
余
茶
ニ
ス
ク
レ
タ
リ
。
狂
言
ノ

ア
ソ
ヒ
、
発
心
求
道
ノ
タ
ヨ
リ
ト
ナ
ル
、
綺
語
ノ
一
興
モ
、
世
縁
俗
念
ニ

ワ
ス
レ
ヌ
レ
ハ
、
業
障
・
雲
丹
レ
ヌ
ヘ
キ
ワ
カ
身
ナ
リ
。
シ
カ
ル
ヲ
、
ツ

 
 
 
 
 
 
ヲ
カ
ナ
テ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
ナ
ラ
シ
テ

タ
ナ
ク
モ
一
曲
乙
 
モ
人
二
諌
サ
メ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
．
思
フ
。
一
音
ヲ
鳴

モ
、
ヨ
ソ
人
ノ
ミ
ミ
ヲ
ハ
ツ
。
如
レ
此
ノ
名
聞
ノ
心
、
ハ
ナ
ル
・
事
ナ
ケ

レ
ハ
、
神
事
仏
事
ニ
シ
タ
カ
ヒ
テ
モ
、
マ
ツ
名
利
ヲ
ノ
ミ
思
、
人
ノ
ゥ
ヘ

ヲ
ソ
シ
ル
。
凡
夫
ノ
習
．
う
当
道
ニ
カ
キ
ラ
ス
、
タ
カ
キ
モ
イ
ヤ
シ
キ
モ
、

コ
ノ
心
ヲ
思
ハ
サ
ル
ハ
、
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
是
バ
ク
チ
ヲ
シ
キ
事
三
テ
侍
ナ
リ
。

．
サ
リ
ナ
カ
ラ
モ
、
管
絃
二
三
ナ
キ
ヨ
シ
、
古
抄
二
侍
ヌ
レ
ハ
、
・
百
度
二
一

度
モ
、
㌦
十
島
ソ
ξ
テ
、
 
マ
コ
ト
ナ
ル
事
モ
候
ハ
、
箏
テ
カ
サ
ム
ケ
ス
ル
事

ナ
ク
テ
候
ハ
ム
。
シ
カ
ラ
ハ
我
等
ハ
舞
楽
二
道
ヲ
モ
テ
、
三
宝
ヲ
供
養
シ
．

タ
テ
マ
ツ
ル
功
徳
配
置
リ
テ
、
彼
ノ
読
声
カ
コ
ト
ク
ニ
、
三
悪
道
ヲ
ハ
ナ

レ
テ
、
必
ズ
西
方
都
率
二
往
生
シ
テ
、
楽
天
ノ
菩
薩
ニ
マ
シ
ロ
イ
タ
テ
マ

ツ
リ
テ
、
願
ノ
コ
ト
ク
曲
ヲ
奏
シ
デ
、
弥
陀
弥
勒
ヲ
供
養
シ
奉
ラ
ム
。

観
音
地
蔵
影
ノ
ユ
ト
ク
ニ
、
ソ
バ
セ
給
テ
、
弟
子
ヲ
引
導
シ
給
ヘ
シ
。
此

願
ム
ナ
シ
カ
ラ
ス
シ
テ
、
絃
歌
シ
歌
舞
ノ
輩
フ
、
二
仏
浄
土
・
縁
ヲ
結
ハ
ム

（40）



事
、
仏
陀
モ
ス
テ
給
ハ
ス
。
 
（
巻
第
七
）

 
管
絃
を
通
し
て
仏
縁
を
結
ぼ
う
と
す
る
思
想
は
、
「
発
心
集
」
巻
六
に
羅
列

さ
れ
た
数
寄
説
話
同
様
、
中
世
時
代
に
は
、
特
に
濃
厚
と
な
っ
て
く
る
。
右
記

 
「
教
訓
抄
」
巻
七
に
見
ら
れ
る
近
真
の
狂
言
綺
語
観
は
、
何
も
巻
七
の
み
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
「
教
訓
抄
」
全
体
に
流
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

狂
言
綺
語
観
は
、
近
真
固
有
の
も
の
で
は
な
い
。
近
真
を
含
む
中
世
代
の
楽
人

の
誰
し
も
が
持
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
芸
道

の
世
界
に
「
ス
ケ
」
ば
「
ス
ク
」
ぼ
ど
、
よ
り
一
層
狂
言
綺
語
観
に
執
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
ン
シ
テ

 
 
或
ル
貴
入
云
、
現
世
ノ
名
利
ヲ
ワ
ス
レ
テ
、
後
生
菩
提
ノ
為
二
、
 
准
二
念

 
 
 
ニ

 
 
仏
一
、
信
心
ヲ
ヲ
コ
シ
テ
、
舞
楽
ヲ
イ
ト
ナ
マ
ン
輩
、
サ
ラ
ニ
甲
乙
ア
ル
・

 
 
ヘ
カ
ラ
ス
。
狂
言
綺
語
ノ
タ
ワ
フ
レ
、
仏
ヲ
ホ
ム
ル
タ
ネ
ト
ス
。
伶
楽
歌

 
 
舞
ノ
功
Y
ナ
ン
ソ
発
心
ノ
中
高
チ
ト
ナ
ラ
サ
ラ
ン
ヤ
。

と
い
う
「
或
貴
人
」
の
言
は
、
近
真
に
と
っ
て
自
己
の
狂
言
綺
語
観
を
一
層
確

か
な
も
の
と
す
る
裏
附
け
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

 
元
来
、
管
絃
は
、
，
仏
教
と
密
接
不
離
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
天
竺
の
舞
楽

「
菩
薩
」
に
つ
い
て
、
こ
の
楽
は
、
切
利
天
の
天
人
二
人
が
行
基
と
屡
羅
門
僧

正
に
授
け
た
こ
と
を
記
し
（
教
訓
下
巻
四
）
、
「
菩
薩
序
破
子
聞
」
、
合
掌
し

て
、
「
南
無
仏
法
僧
礼
拝
南
無
極
楽
会
同
」
と
詠
ず
る
と
伝
え
て
い
る
。
同
じ

く
婆
羅
門
僧
正
の
伝
え
た
と
い
う
迦
陵
頻
は
、
供
花
を
菩
薩
に
捧
げ
る
仕
ぐ
さ

、
の
舞
で
あ
る
が
、
迦
陵
頻
と
い
う
鳥
自
体
は
、
「
極
楽
世
界
黒
住
シ
テ
、
仏
ヲ

供
養
シ
ダ
テ
マ
ツ
ル
」
 
（
巻
四
）
も
の
で
あ
っ
た
。
・
こ
の
他
、
萬
秋
楽
に
つ
い

て
、
，
「
此
・
曲
ハ
仏
世
界
曲
也
」
 
（
教
訓
抄
心
惑
）
と
記
さ
れ
、
蘇
莫
者
に
つ

い
て
「
仏
世
界
曲
ナ
リ
」
 
（
巻
四
）
、
大
盗
に
つ
い
て
、
 
 
 
・

「
教
訓
抄
」
と
往
生
説
話

 
 
又
名
二
継
子
戸
。
序
吹
物
可
レ
吹
二
三
返
一
。
、
平
調
音
吹
レ
之
。
老
女
姿
也
。
子
各
二
人

 
 
ヲ
を
，
テ
。
腰
ヲ
サ
シ
、
膝
ヲ
ウ
タ
セ
テ
仏
前
へ
参
詣
シ
テ
左
右
脇
二
子
ヲ
キ

 
 
テ
、
仏
ヲ
礼
シ
テ
マ
ツ
ル
。
 
（
面
出
）

と
記
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
、

 
 
其
・
上
堀
河
ノ
院
ノ
御
時
二
、
六
鞠
鼓
ノ
十
二
、
拍
子
上
タ
ル
事
ヤ
ア
ル
ト
、
諸

 
 
道
二
御
尋
ア
リ
シ
ニ
、
狛
ノ
光
季
奏
ノ
云
、
中
古
無
讐
管
絃
者
侍
リ
キ
、
南

 
 
無
阿
弥
陀
仏
ヲ
楽
二
作
リ
合
テ
、
謂
ル
六
拍
子
也
。
其
此
如
三
二
度
拍
子
一
。
（
巻

 
 
六
）
 
 
 
、
'

と
記
さ
れ
て
い
る
。
右
記
狛
光
季
の
答
弁
は
、
「
教
訓
抄
」
巻
九
に
「
…
…
中

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ

古
無
双
ノ
伶
人
等
、
阿
弥
陀
仏
名
二
、
楽
ヲ
作
り
合
セ
テ
、
三
下
奏
ス
ル
ニ
仏
前
一

事
上
。
」
と
ほ
ぼ
同
文
の
内
容
で
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
「
渋
河
鳥
」
に
つ
い

て
、

 
 
 
 
 
 
是
随
蝪
帝
拾
二
沐
河
曲
一
作
云
々
。
三
拍
子
十
。
可
レ
吹
三
一
返
一
。
此
曲
ハ
慈
覚

 
 
嘉
云
Q
大
師
ノ
引
声
ノ
念
仏
藏
蟹
令
二
射
影
一
絵
ア
・
令
レ
渡
二
呆
へ
其
音
↓
也
云
々
・

と
慈
覚
大
師
に
つ
い
て
「
古
記
」
よ
り
引
き
（
巻
六
）
、
「
十
天
楽
」
に
つ
い
て
、

 
 
此
楽
者
、
東
大
寺
講
堂
供
養
・
日
、
天
人
十
人
空
・
リ
下
テ
、
仏
前
二
花
ヲ

 
 
供
。
ケ
レ
ハ
、
始
タ
ル
楽
ヲ
作
テ
、
可
レ
奏
ス
云
々
。
依
二
宣
旨
一
、
笛
師

 
 
ツ
ネ
ヨ
ノ
ヲ
ト
ウ
ヲ

 
 
常
乙
魚
所
レ
作
也
。
天
人
十
人
下
リ
タ
リ
シ
島
廻
リ
テ
、
野
天
楽
ト

 
 
付
ラ
レ
タ
ル
也
。
 
（
巻
六
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
ク
ル
 
 
 
 
 
 
 
ヲ

と
伝
え
、
「
宗
明
楽
」
．
に
つ
い
て
は
、
「
御
願
供
養
ノ
時
、
送
二
導
師
児
願
一

 
ス

奏
二
此
曲
一
」
 
（
巻
首
）
と
記
し
、
 
あ
る
い
は
、
 
「
仏
ノ
御
相
ヲ
ホ
メ
タ
テ
マ

ツ
ル
頒
也
」
 
（
巻
六
「
淵
二
相
ノ
様
」
）
・
「
又
稽
首
八
幡
ト
テ
、
大
菩
薩
ヲ
ホ

メ
タ
テ
マ
ツ
ル
頒
ア
リ
」
 
（
巻
首
「
偶
頒
ノ
様
」
）
と
記
し
た
り
も
す
る
。
す

な
わ
ち
、
管
絃
と
仏
世
界
と
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
管
絃

（ 41 ）
、

，



が
法
会
の
席
で
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

 
 
仁
治
二
年
四
月
廿
四
日
、
今
出
川
太
政
大
臣
入
道
殿
、
往
生
講
、
打
太

 
 
コ
一
事
、
蘇
合
一
帖
＋
二
拍
子
。
如
レ
常
。
但
不
レ
打
二
要
塞
一
。
 
（
巻
十
）

こ
う
し
た
往
生
講
や
種
々
の
法
会
の
席
で
、
和
讃
が
平
安
時
代
よ
り
盛
行
し
た

と
同
じ
く
、
管
絃
が
種
々
の
仏
教
話
と
結
び
つ
い
て
い
た
と
目
さ
れ
る
。

 
管
絃
に
執
着
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
極
楽
往
生
へ
の
道
が
開
け
て
い
る
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
管
絃
と
結
び
つ
い
た
往
生
話
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ

る
。
「
発
心
集
」
二
六
に
登
場
す
る
永
秀
法
師
の
笛
に
対
し
て
、
「
か
や
う
な
ら

ん
心
は
、
何
に
つ
け
て
か
は
深
き
罪
も
侍
ら
ん
」
と
評
し
、
帝
の
召
し
に
応
ぜ

ず
唱
歌
し
た
時
光
・
茂
光
に
対
し
「
此
の
世
の
樗
蚕
ひ
す
て
む
事
も
、
数
寄
は

こ
と
に
た
よ
り
と
な
り
ぬ
べ
し
」
と
評
し
た
鴨
長
明
が
、
数
寄
説
話
に
対
し
て

深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
同
様
に
、
 
「
教
訓
抄
」

に
も
し
ば
し
ば
、
管
絃
と
結
び
つ
い
た
往
生
思
想
・
往
生
話
を
発
見
す
る
。
「

汎
龍
舟
」
の
詠
は
、

 
 
稽
首
無
上
諸
善
道
。
妙
法
一
乗
無
二
曲
。
開
示
悟
入
仏
知
見
。
三
乗
三
野

 
 
法
善
土
。
供
養
香
花
及
音
声
。
・
三
主
微
妙
殊
勝
仏
。
乗
大
駆
車
体
三
界
。

 
 
不
入
化
城
到
宝
所
。
願
共
衆
生
東
成
仏
。
 
（
巻
四
）

と
い
う
往
生
思
想
の
顕
著
な
も
の
で
あ
っ
た
。

笠
置
寺
二
恒
例
ノ
八
講
二
有
二
舞
楽
一
。
故
辻
判
官
則
近
参
詣
ノ
時
ハ
、
カ
ナ

ラ
ス
萬
秋
楽
ヲ
マ
ハ
レ
ケ
ル
ハ
、
カ
ヤ
ウ
ノ
コ
ト
ヲ
シ
ム
セ
ラ
レ
タ
リ
ケ

ル
ニ
ヤ
、
閉
眼
ノ
時
モ
臨
終
正
念
ニ
シ
テ
、
念
仏
数
百
輪
唱
給
ヘ
リ
。
タ

ノ
モ
シ
ク
メ
テ
タ
ク
ヲ
ホ
へ
侍
ル
。
 
（
需
品
）

辻
判
官
則
近
の
往
生
話
で
あ
る
。
密
男
近
は
、
近
影
の
養
父
子
房
の
父
で

建
久
九
年
、
六
十
六
歳
を
も
っ
て
他
界
し
た
人
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
腰

当
が
二
十
二
歳
の
時
に
他
界
し
た
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
と
、
則
近
終
焉
の
際

に
、
近
真
自
身
が
立
ち
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
説
話
は

近
真
の
見
聞
謳
で
あ
ろ
う
。
則
近
往
生
説
話
が
、
近
真
の
見
聞
謳
で
あ
る
と
す

る
と
、

 
 
堀
河
左
大
臣
、
臨
終
ノ
時
、
墜
落
来
迎
楽
（
萬
秋
楽
異
名
）
耳
二
聞
テ
、

 
 
都
率
二
往
生
シ
給
ヘ
リ
。
実
忠
和
虚
蝉
、
唱
歌
萬
秋
楽
不
二
聞
ヘ
テ
、
聖

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
ソ
ミ

 
 
衆
ノ
来
迎
ヲ
得
給
ヘ
リ
。
争
力
垂
垂
ヲ
シ
レ
ラ
ン
輩
、
上
生
内
院
ノ
臨
ウ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
 
タ
カ
ヒ
侍
ヘ
キ
ヤ
。
予
臨
終
ノ
時
、
必
読
レ
奏
二
此
曲
一
。
念
仏
ノ
中
ニ
モ
、

 
 
自
ラ
之
童
歌
、
欲
レ
遂
二
往
生
之
願
一
 
。
（
巻
二
）

と
い
う
一
文
は
、
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
く
る
。
三
関
・
実
測
・
俊
房
が
批
判

楽
に
よ
っ
て
往
生
を
遂
げ
た
と
い
う
具
体
的
事
例
は
、
近
真
自
身
も
、
自
己
の

臨
終
時
に
は
萬
秋
楽
を
奏
す
る
と
い
う
気
持
へ
と
当
然
導
か
れ
て
行
く
こ
と
に

な
る
。
近
真
自
身
の
往
生
へ
の
意
識
は
と
も
か
く
、
堀
河
左
大
臣
源
俊
房
の
往

生
を
伝
え
る
説
話
は
、
「
教
訓
抄
」
の
他
に
、
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
暑
中
・
「

．
三
尊
往
生
記
」
・
「
続
古
事
談
」
第
二
臣
節
篇
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
「

教
訓
抄
」
の
記
事
は
、
前
掲
の
ご
と
く
、
源
俊
房
が
臨
終
時
に
萬
秋
楽
を
聞
い

て
都
率
天
に
往
生
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
と
乙
う
が
、
「
後
拾
遺
往
生
伝

」
は
、
「
道
心
内
薫
」
と
か
「
只
修
仏
事
」
・
「
我
於
仏
前
。
必
可
終
焉
。
」

と
い
っ
た
俊
房
の
完
壁
な
求
道
者
ぶ
り
を
描
き
、
臨
終
時
に
は
五
色
の
糸
で
仏

の
手
を
つ
な
ぎ
、
「
端
座
念
仏
。
寂
而
不
動
。
奄
然
亮
去
」
と
伝
え
、
「
往
生

極
楽
．
。
決
定
無
音
。
」
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
は
、

源
俊
房
の
極
楽
往
生
を
予
測
し
て
お
り
、
都
率
天
往
生
と
は
記
し
て
い
な
い
。

し
か
も
、
萬
秋
楽
去
々
の
記
事
も
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
三
蹟
往
生
記
」

（42）



も
、
俊
房
が
一
堂
を
建
立
し
、
「
安
置
弥
陀
迎
接
之
像
」
と
い
う
記
事
か
ら
、

俊
房
が
弥
陀
往
生
思
想
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
死
後
、
あ
る
女

人
の
夢
に
俊
房
の
使
と
称
す
る
一
僧
侶
が
書
札
を
伝
え
、
そ
こ
に
は
、
「
適
錐

往
生
未
覚
悟
。
依
最
後
念
仏
。
得
住
不
退
地
云
々
」
と
あ
っ
た
と
伝
え
て
い

る
。
「
続
古
事
談
」
に
伝
え
る
俊
房
往
生
説
話
は
、
「
花
厳
経
」
の
外
題
を
書

い
た
こ
と
、
仏
と
五
色
の
糸
を
つ
な
い
で
念
仏
の
中
に
息
絶
え
た
と
い
う
限
り

で
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
に
近
い
。
し
か
し
、
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
が
あ
く
ま
で

も
完
壁
な
仏
道
修
行
者
と
し
て
の
俊
房
を
描
い
て
い
る
の
に
対
し
、
「
続
古
事

談
」
は
、
彼
の
「
決
定
往
生
」
に
つ
い
て
「
世
ノ
ッ
ネ
ニ
コ
ト
ナ
ル
道
心
ナ
ケ

レ
ド
モ
、
宿
善
ア
ル
人
臨
終
ニ
バ
カ
・
ル
ニ
コ
ソ
。
メ
デ
タ
ク
タ
ウ
ト
キ
事

也
。
」
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
続
古
事
談
」
は
、
「
八
十
ニ
ア
マ
ル
マ
デ

出
家
ノ
心
モ
ナ
カ
リ
ケ
ル
」
俊
房
が
、
「
三
二
出
家
」
し
て
往
生
を
遂
げ
る
に

い
た
っ
た
奇
異
さ
に
注
目
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
話
の
焦
点
を
も
と
に
も
ど
す

と
、
「
教
訓
抄
」
に
伝
え
る
俊
房
の
萬
秋
楽
と
都
率
天
往
生
話
は
、
「
後
拾
遺

往
生
伝
」
・
「
言
外
往
生
記
」
・
「
続
古
事
談
」
な
ど
の
書
に
も
記
さ
れ
て
は

い
な
い
。
と
す
る
と
、
「
教
訓
抄
」
に
伝
え
る
俊
房
説
話
は
、
右
記
同
書
と
は

別
系
統
の
散
侠
文
献
の
存
在
を
想
像
さ
せ
る
。
実
忠
和
尚
に
う
い
て
は
、
前
記

「
教
訓
抄
」
の
記
事
の
他
、
同
じ
く
三
二
の
「
一
書
楽
」
の
項
に
、

 
 
…
…
実
母
和
尚
、
都
率
ノ
内
院
へ
参
詣
之
時
菩
薩
聖
衆
ノ
曲
ヲ
聞
給
テ
、

ウ
ツ
シ
給
ヘ
リ
ト
申
揺
曳
リ
．
儲
唄
い
躯
漁
村
喫
矯
騒
有
緬
轟
・

と
記
さ
れ
て
い
る
点
や
、
「
古
事
談
」
第
三
「
細
裂
知
丁
字
事
」
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
を
考
え
で
み
る
と
、
実
忠
自
身
、
説
話
的
人
間
像
で
あ

り
、
同
時
に
、
説
話
の
巧
み
な
語
り
手
（
創
作
家
と
し
て
も
良
い
）
で
あ
っ
た

「
教
訓
抄
」
と
往
生
説
話

ら
し
い
。
「
教
訓
抄
」
に
伝
え
る
実
母
の
「
聖
衆
ノ
来
迎
」
を
「
得
」
た
と
い

う
こ
と
も
、
俊
房
説
話
同
様
、
散
秩
文
献
の
存
在
を
想
像
さ
せ
る
。

 
「
教
訓
抄
」
に
は
、
俊
房
・
実
忠
往
生
説
話
の
他
に
、
増
齢
聖
人
往
生
説
話

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

，
 
抑
古
物
語
申
タ
ル
ハ
、
多
武
事
ノ
増
置
聖
人
、
臨
終
ノ
ト
キ
ニ
イ
タ
リ
テ

 
 
病
莚
ニ
フ
シ
給
虹
、
ヲ
キ
ヰ
給
テ
、
ア
フ
リ
ト
云
物
ヲ
コ
ヒ
給
ゲ
レ
ハ
、
弟

 
 
子
ト
モ
心
ヘ
ス
シ
テ
、
物
二
黒
ヒ
給
ニ
ヤ
ト
、
ア
ヤ
シ
ミ
思
ヒ
ケ
レ
ト
モ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
・
）

 
 
弟
子
ト
リ
ョ
セ
タ
リ
ケ
ン
ハ
、
セ
ナ
カ
ニ
キ
給
テ
、
コ
て
ウ
く
ト
ノ
タ

 
 
マ
ヒ
テ
、
舞
給
タ
リ
ケ
ル
。
サ
テ
フ
シ
給
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
弟
子
問
テ
云
、

 
 
イ
ガ
ナ
リ
ツ
ル
事
ソ
、
ニ
ハ
カ
ニ
舞
子
ツ
ル
事
ハ
。
答
テ
云
ク
、
ヲ
サ
ナ

 
 
カ
リ
シ
ソ
ノ
カ
ミ
、
カ
タ
ハ
ラ
ナ
リ
シ
所
二
、
小
童
部
ア
ツ
マ
リ
カ
ヤ
ウ

 
 
ニ
舞
シ
カ
、
ヨ
ニ
ウ
ラ
ヤ
マ
シ
ク
思
ヒ
侍
シ
カ
、
ロ
ハ
今
思
ヒ
出
ラ
レ
タ
リ

 
 
ツ
ル
時
二
、
此
世
二
執
ヲ
ト
・
メ
シ
レ
ウ
ナ
リ
ト
ソ
ノ
給
ヶ
ル
。
終
二
往

 
 
生
遂
ケ
タ
ル
人
ニ
ヲ
ハ
シ
マ
セ
ハ
、
目
出
タ
キ
事
二
侍
ハ
、
三
二
藍
玉
ル

 
 
事
ナ
レ
ハ
、
シ
ル
シ
侍
ナ
リ
。
 
（
早
暁
）

 
右
記
「
教
訓
抄
」
説
話
だ
け
で
な
く
、
増
齢
往
生
説
話
は
、
「
続
本
朝
往
生

伝
」
・
「
本
朝
法
華
験
記
」
下
第
八
十
二
「
多
武
峰
増
賀
上
人
」
・
「
今
昔
物

語
速
）
巻
＋
二
「
多
武
影
野
聖
人
語
」
第
升
三
．
「
発
、
渥
潅
；
多
武

峯
動
注
上
人
遁
世
往
生
事
」
・
「
私
聚
百
因
縁
集
」
巻
第
八

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
三
賀
上
人
・
事

」
な
ど
に
も
伝
え
ら
れ
、
・
い
か
に
人
口
に
四
一
し
た
話
で
あ
っ
た
か
が
想
像
さ

れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
 
「
教
訓
抄
」
は
、
増
賀
が
臨
終
時
に
、
胡
蝶
舞
を
踊
っ
て

「
此
世
二
執
」
を
止
め
ま
い
と
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
「
続
本
朝
往
生
伝

」
は
、
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臨
終
混
毛
。
先
濁
園
レ
棋
。
次
被
二
泥
障
一
。
学
二
胡
蝶
舞
一
。
弟
子
仁
賀
問
二

 
 
其
故
一
。
答
日
。
少
年
黒
鳥
。
見
二
此
即
事
一
。
心
中
慕
レ
之
。
今
及
二
最

 
 
後
一
。
宿
志
忽
発
。
循
単
二
本
懐
一
也
。

と
、
胡
蝶
舞
の
み
な
ら
ず
、
棋
を
囲
ん
だ
こ
と
を
も
伝
え
て
い
る
。
「
今
昔
物

語
集
」
の
、
増
石
往
生
の
く
だ
り
は
も
つ
ど
も
詳
細
で
あ
り
、

 
 
…
…
而
ル
間
、
聖
人
既
二
入
滅
ノ
日
二
成
テ
、
龍
門
ノ
聖
人
遠
祖
弟
子
等

 
 
二
告
テ
云
ク
、
我
レ
が
死
セ
ム
事
今
日
也
。
但
シ
碁
蕊
取
テ
来
レ
ト
云
ヒ

 
 
ケ
レ
バ
、
傍
ノ
房
二
有
ル
碁
秤
取
テ
来
ヌ
。
仏
居
工
奉
ラ
ム
ズ
ル
ニ
や
有
・

 
 
ル
ラ
ム
ト
思
フ
ニ
我
レ
掻
キ
重
席
ト
云
テ
被
二
掻
単
一
レ
ヌ
。
碁
枠
仰
向
テ

 
 
龍
門
ノ
聖
人
ヲ
呼
デ
、
碁
一
秤
打
タ
ム
ト
弱
気
二
云
ヘ
バ
、
念
仏
ヲ
バ

 
 
不
二
週
給
一
デ
、
此
レ
偏
物
万
雷
ヒ
給
ヲ
ニ
や
有
ラ
ム
ト
悲
ク
思
ユ
レ
ド
モ

 
 
怖
シ
ク
止
事
先
キ
聖
人
ナ
レ
バ
、
云
フ
野
面
随
テ
、
寄
テ
秤
ノ
上
二
石
十

 
 
許
互
二
子
ク
程
二
陣
野
々
ク
不
レ
打
ジ
ト
云
テ
押
シ
壊
ツ
。
龍
門
ノ
聖
人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オ
ヅ
オ

 
 
此
レ
ハ
何
二
依
テ
碁
ハ
訂
給
フ
ゾ
ト
恐
々
ヅ
問
ヘ
バ
、
早
ウ
小
法
師
也
シ

 
 
時
、
碁
ヲ
人
ノ
打
シ
ヲ
見
シ
ガ
、
只
今
ロ
ニ
念
仏
ヲ
唱
へ
乍
ラ
言
開
思
ヒ

 
幽
．
出
ラ
レ
テ
、
碁
ヲ
訂
バ
ヤ
ト
思
フ
一
言
テ
打
ツ
ル
也
ト
答
フ
。
湿
掻
キ
発

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
フ
リ

 
 
セ
ト
云
テ
被
二
掻
発
一
レ
ヌ
。
泥
障
一
子
求
メ
テ
持
来
レ
ト
云
ヘ
バ
、
即
チ

 
 
出
目
テ
持
来
ヌ
。
其
レ
ヲ
結
ヒ
テ
聖
人
頸
二
懸
ヨ
ト
云
ヘ
バ
、
云
フ
ニ
随

 
 
テ
頸
二
懸
ケ
ツ
。
聖
人
糸
苦
シ
気
ナ
ル
ヲ
念
ジ
テ
左
右
ノ
肱
ヲ
指
墨
ビ
テ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
ナ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
ケ

 
 
古
泥
障
ヲ
纏
テ
ゾ
舞
フ
ト
云
テ
、
二
三
度
許
L
デ
・
、
此
レ
取
り
論
定
ト

 
 
云
ヘ
バ
取
り
去
ケ
ツ
。
龍
門
ノ
聖
人
此
レ
ハ
何
ニ
カ
ナ
デ
給
フ
ゾ
ト
恐
々

 
 
ヅ
問
ヘ
バ
、
答
テ
云
ク
、
薬
缶
リ
シ
時
隣
ノ
房
二
小
法
師
原
ノ
貴
下
テ
険

 
 
ヒ
嗅
リ
シ
ヲ
臨
キ
テ
見
シ
カ
バ
、
一
人
ノ
小
法
師
泥
障
ヲ
頸
二
懸
テ
、
胡
蝶

 
 
々
々
ト
ゾ
人
ハ
云
ヘ
ド
モ
古
泥
障
ヲ
纏
テ
ゾ
舞
フ
ト
歌
テ
舞
シ
ヲ
好
マ
シ

 
 
ト
思
ヒ
シ
ガ
、
年
来
盆
画
レ
タ
リ
ッ
ル
ニ
只
今
被
二
思
出
一
タ
レ
バ
、
其
レ

 
 
遂
ム
ト
思
テ
カ
ナ
デ
ツ
ル
也
。
今
ハ
思
フ
事
露
売
シ
ト
云
テ
、
人
ヲ
皆
去

 
 
ヶ
テ
室
ノ
内
二
入
テ
縄
床
二
居
テ
、
ロ
ニ
法
花
経
ヲ
諦
シ
、
手
二
金
剛
合

 
 
掌
ノ
印
ヲ
結
デ
、
西
向
二
居
乍
ラ
入
滅
シ
ニ
ケ
リ
。
 
（
下
略
）

と
、
つ
ま
り
、
囲
碁
と
胡
蝶
舞
の
く
だ
り
が
極
め
て
詳
細
で
あ
る
。
こ
の
「
今

昔
物
語
集
」
の
出
典
と
見
ら
れ
る
「
本
朝
法
華
験
記
」
と
比
べ
て
み
る
と
、
両

悪
霊
前
半
は
、
漢
文
体
と
和
漢
混
交
文
と
い
う
文
体
の
相
違
こ
そ
あ
れ
、
ほ
ぼ

同
文
と
言
っ
て
よ
い
く
ら
い
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
法
華
-
験
記
」
の
後
半
1

す
な
わ
ち
、
増
収
往
生
の
く
だ
り
は
、
著
る
し
く
相
違
す
る
。
 
「
法
華
験
記
」

は
、 

 
…
…
於
死
期
喜
遊
。
如
貧
人
頭
如
意
宝
。
誠
知
宿
下
梵
行
妙
成
立
。
聖
道

 
 
十
善
修
。
寿
平
時
歓
喜
。
男
茎
捨
衆
病
。
如
是
種
々
。
与
諸
大
衆
。
遊
戯

 
 
既
畢
。
令
敢
大
衆
入
定
静
室
。
坐
於
縄
床
。
諦
法
華
経
。
手
結
金
剛
合
掌

 
 
印
。
坐
禅
円
居
入
滅
。
年
八
十
余
 
。

と
記
さ
れ
る
の
み
で
、
囲
碁
も
胡
蝶
舞
の
こ
と
も
な
い
。
入
滅
そ
の
も
の
の
記

述
は
酷
似
す
る
が
、
「
喜
遊
」
・
「
遊
戯
」
と
い
っ
た
語
が
、
囲
碁
・
胡
蝶
舞

の
描
写
へ
発
展
し
た
と
は
と
う
て
い
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
す
る
と
、

「
今
昔
物
語
集
」
は
、
本
説
話
を
構
成
す
る
に
あ
た
り
、
少
く
と
も
「
法
華
験

記
」
以
外
の
書
を
も
参
照
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
「
発
心
集
」
は
、
「
続

本
朝
往
生
伝
」
と
ほ
ぼ
似
通
っ
た
形
で
説
話
を
展
開
し
、

 
 
…
…
此
の
聖
人
命
終
ら
ん
と
し
け
る
時
、
先
づ
碁
盤
を
取
寄
せ
て
、
濁
碁

 
 
を
打
ち
、
次
に
泥
障
を
乞
う
て
、
是
を
か
づ
き
て
、
小
弓
と
云
ふ
舞
の
ま

 
 
ね
を
す
。
弟
子
共
あ
や
し
む
で
、
弓
ひ
け
れ
ば
、
 
「
い
と
け
な
か
り
し
時

 
 
此
の
嘉
事
を
人
に
い
さ
め
ら
れ
て
、
思
ひ
な
が
ら
空
し
く
や
み
に
し
が
、
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・
心
に
か
㌧
り
た
れ
ば
、
若
し
生
死
の
執
と
な
る
事
も
ぞ
有
る
と
思
う
て
。
」

 
 
と
こ
そ
云
は
れ
け
れ
。
 
（
下
略
）

ど
伝
え
、
お
そ
ら
く
、
「
発
心
集
」
の
場
合
は
、
「
続
本
朝
往
生
伝
」
も
し
く

は
同
系
統
の
説
話
集
か
ら
取
回
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
私
聚
百
因
縁
集
」
は
、

「
発
心
集
」
を
参
照
し
た
か
と
思
わ
れ
、

 
 
・
：
…
最
後
二
有
二
奇
特
ノ
二
二
先
ッ
寄
ニ
セ
テ
着
類
一
ヲ
一
人
碁
被
レ
打
ケ
リ
次
二

 
 
乞
ニ
テ
泥
障
一
ヲ
荷
レ
キ
テ
雄
蝶
ト
云
フ
舞
楽
ヲ
舞
給
ヶ
ル
弟
子
受
忍
ヒ
テ
奉
・
問
僧

 
 
賀
ノ
言
ケ
ル
ハ
幼
キ
時
被
レ
制
ニ
セ
此
ノ
ニ
事
一
ヲ
タ
リ
乍
レ
思
・
不
レ
ス
ト
為
也

 
 
繋
・
ハ
感
冒
若
シ
成
ニ
ル
生
死
ノ
妄
執
一
ト
事
モ
ヤ
ト
思
テ
ト
ソ
現
ニ
モ
此
ノ
世
ノ

 
 
人
ハ
者
兎
角
モ
思
へ
憂
キ
世
・
申
二
不
・
メ
留
願
ニ
フ
繕
言
無
7
ト
罪
過
タ
ル
事
不
レ

 
 
可
・
有
（
下
略
）

と
記
し
て
い
る
。
以
上
、
増
賀
往
生
説
話
を
考
察
し
て
み
る
と
、
「
続
本
朝
往

生
伝
」
・
「
発
心
集
」
・
「
私
感
百
因
縁
集
」
に
同
系
統
の
説
話
伝
承
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
「
本
朝
法
華
験
記
」
・
「
今
昔
物
語
集
」
を
同
系
統
の
説
話
群

と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
 
「
今
昔
物
語
集
」
増
賀
往
生
話
の
典
拠

が
「
法
華
験
記
」
の
み
で
は
な
い
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
そ
し
て
、
こ

の
「
教
訓
抄
」
の
増
賀
往
生
話
は
、
い
っ
た
い
い
か
な
る
系
統
の
伝
承
で
あ
ろ

う
か
。
 
「
抑
古
物
語
申
事
ル
ハ
」
と
い
う
書
き
出
し
の
「
古
物
語
」
が
、
文
献

で
あ
る
の
、
か
あ
る
い
は
昔
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
来
た
口
承
説
話
で
あ
る
の

か
も
判
然
と
し
な
い
。
元
来
、
．
「
教
訓
抄
」
は
、
文
献
を
引
く
場
合
は
、
「
書

記
二
日
」
・
「
古
記
日
」
・
「
礼
記
楽
記
毒
し
・
「
神
仙
伝
云
」
と
い
っ
た
形

式
で
書
き
、
「
申
タ
ル
ハ
」
と
い
っ
た
書
き
方
は
し
な
い
。
と
す
る
と
、
こ
の

場
合
、
口
承
説
話
を
直
接
記
し
た
と
も
考
え
得
よ
う
が
、
説
話
そ
の
も
の
は
、

 
「
発
心
集
」
に
類
似
す
る
。
そ
し
て
、
「
教
訓
抄
」
と
い
う
書
物
の
性
格
か
ら

「
教
訓
抄
」
と
往
生
説
話

す
る
と
胡
蝶
舞
の
こ
と
の
み
を
記
せ
ば
そ
れ
で
十
分
で
あ
り
、
碁
の
こ
と
は
全

く
書
く
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

 
「
教
訓
抄
」
と
往
生
話
と
い
え
ば
、
次
の
説
話
も
往
生
話
と
い
え
る
。

 
，
建
保
六
年
正
月
珊
日
ノ
夜
、
母
堂
夢
見
様
、
縦
璽
閉
韻
離
塁
 
故
父
光
近
浄

 
 
衣
装
束
ニ
テ
、
ヨ
ニ
心
地
ヨ
ケ
ニ
テ
来
云
、
我
力
茶
房
ウ
セ
ヌ
ヘ
シ
ト
ミ

 
 
ュ
ル
所
二
、
此
近
真
力
道
ヲ
ツ
カ
ム
ト
イ
ト
ナ
ム
コ
ソ
異
々
モ
ウ
レ
シ
ヶ

 
 
レ
。
ソ
レ
ニ
ト
リ
テ
、
陵
王
ノ
荒
序
ノ
、
五
帖
二
二
手
ヒ
・
か
コ
ト
ヲ
舞
ナ

 
 
リ
ト
テ
、
左
右
ノ
手
ヲ
左
肩
へ
凡
慮
、
右
肩
へ
投
法
。
如
・
此
三
度
シ
テ
、

 
 
 
 
 
 
メ
ク
リ
ム
ク

 
 
東
ヨ
リ
西
へ
廻
向
也
。
此
定
ニ
コ
ソ
ス
レ
ト
仰
セ
ラ
ル
ト
見
ホ
ト
ニ
、
夢
，

 
 
サ
メ
ヌ
、
次
朝
予
ヲ
呼
ヒ
テ
、
夢
二
見
ツ
ル
ヤ
ウ
ヲ
マ
ネ
ハ
ル
。
老
躰
ノ

 
 
女
人
ノ
身
二
、
セ
ラ
ル
ヘ
キ
事
ト
、
サ
ラ
ニ
見
ヘ
ス
。
ア
ハ
レ
ニ
カ
タ
シ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
）

 
 
ケ
ナ
ク
ヲ
ホ
へ
侍
ハ
、
今
日
其
ノ
様
ヲ
舞
侍
ハ
、
楽
ニ
モ
目
出
ク
合
テ
侍

 
 
也
。
ヨ
ノ
ス
エ
ニ
モ
カ
・
ル
メ
テ
タ
キ
事
ノ
候
也
。
シ
カ
ラ
ハ
コ
レ
ラ
狛

 
 
ノ
太
子
力
夢
説
ト
名
テ
面
詰
。
（
巻
一
）
（
＝
八
二
）

 
「
教
訓
抄
」
の
作
者
近
真
の
祖
父
光
近
（
寿
永
元
年
没
）
の
夢
説
で
あ
る
。

近
真
の
母
の
夢
に
光
近
が
現
れ
た
と
い
う
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
は
、
光
近

が
他
界
し
て
三
十
六
年
後
に
あ
た
る
。
そ
し
て
近
真
は
四
十
二
歳
の
時
で
あ

る
つ
「
老
躰
」
と
記
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
母
毛
相
当
な
年
齢
に
達
し
て
い
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
 
「
浄
衣
装
束
ニ
テ
ヨ
ニ
心
地
ヨ
ヶ
ニ
テ
」

母
の
夢
中
に
現
れ
た
と
い
う
光
近
が
蓮
台
に
登
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と

考
え
て
よ
か
ろ
う
。
本
説
話
の
話
者
は
近
真
の
母
で
あ
り
、
筆
録
者
は
近
真
で

あ
る
。
狛
氏
一
門
に
と
っ
て
文
字
通
り
末
の
世
の
「
メ
テ
タ
ギ
事
」
で
あ
っ
た
。

「
教
訓
抄
」
に
於
い
て
往
生
話
と
共
に
注
目
す
べ
き
は
蘇
生
潭
で
あ
る
。
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父
ハ
行
高
也
与
行
光
一
向
吹
笛
也
。

 
或
記
云
、
狛
行
光
生
年
十
六
歳
ニ
シ
テ
、
父
二
賀
殿
ノ
曲
ヲ
習
。
ソ
ノ
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ノ
ヒ
く

 
チ
、
春
日
社
へ
参
詣
ノ
タ
ヒ
コ
ト
ニ
、
カ
タ
く
二
立
寄
テ
、
上
々
二
此

 
曲
ヲ
舞
テ
マ
イ
ラ
ス
ル
事
、
年
月
ヲ
ヘ
テ
後
、
重
病
ヲ
ウ
ケ
テ
令
二
逝
去
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
ク

 
畢
。
冥
途
ニ
ヲ
モ
フ
ク
間
、
堕
落
相
副
ヘ
リ
。
炎
上
庁
庭
二
参
付
時
二
、

 
獄
卒
激
シ
ク
責
ル
虎
二
、
此
貴
客
マ
ケ
テ
コ
ヒ
請
給
フ
。
侃
カ
ヘ
サ
ル
。

 
時
二
、
問
テ
云
ク
、
コ
ハ
タ
レ
人
ノ
ソ
バ
セ
給
テ
、
四
分
シ
ケ
ナ
ク
、
コ

 
ヒ
ウ
ヶ
サ
セ
給
ソ
ト
、
申
ト
コ
ロ
ニ
、
貴
客
答
云
、
我
ハ
コ
レ
春
日
大
明

 
神
里
。
ワ
レ
下
心
サ
シ
深
キ
事
浅
カ
ラ
ス
、
其
恩
ヲ
報
セ
ム
タ
メ
ナ
リ
ト

 
男
装
ラ
レ
テ
、
地
獄
ノ
ア
リ
サ
マ
ヤ
ユ
カ
シ
キ
見
セ
ム
ト
仰
セ
ラ
レ
テ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
）

 
具
セ
サ
セ
給
テ
是
ヲ
見
ル
。
同
機
モ
心
モ
失
ヌ
ル
程
ノ
事
也
。
身
終
テ
後

 
、
ナ
ク
ノ
＼
申
テ
日
ク
、
イ
カ
・
シ
テ
此
苦
ヲ
離
ツ
ヘ
キ
ト
申
セ
ハ
、
父

 
母
二
孝
養
ス
ル
ニ
ス
キ
タ
ル
豊
平
ナ
シ
、
早
ク
本
国
二
帰
リ
テ
、
コ
ノ
ヨ

 
シ
ヲ
カ
タ
ル
ヘ
シ
ト
仰
セ
ラ
ル
・
・
ト
覚
ユ
レ
ハ
、
貴
客
モ
見
ヘ
サ
セ
甘
薯

 
ス
。
又
蘇
生
シ
ヌ
。
其
後
仁
平
二
年
九
月
二
日
令
逝
去
畢
。
生
年
六
＋
三
。
御

 
社
験
記
、
解
脱
聖
人
貞
慶
ト
申
シ
テ
、
世
コ
ソ
リ
テ
、
生
仏
ノ
コ
ト
ク
、

 
タ
ツ
ト
ミ
タ
テ
マ
ツ
リ
シ
人
ノ
書
キ
ヲ
闘
争
給
タ
リ
。
又
説
法
ニ
モ
度
々

 
セ
サ
賑
給
シ
也
。
然
問
、
件
行
光
ハ
、
ム
ヶ
三
マ
チ
カ
キ
物
ナ
ル
ニ
、
楽

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
タ
く

 
所
ニ
ハ
、
旧
記
ニ
モ
ミ
ヘ
ス
、
云
伝
タ
ル
事
モ
無
ク
侍
レ
ハ
、
秀
 
不
審

 
無
レ
極
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
ウ
チ
ウ
ヶ
給
ハ
ル
カ
、
メ
テ
タ
ク
貴
ク
侍
レ
ハ
、

 
心
ア
ラ
ム
入
ハ
ア
ヤ
シ
ノ
曲
ナ
リ
ト
モ
、
合
レ
テ
．
掌
ヲ
、
廻
向
シ
タ
テ
マ
ツ

 
ル
ヘ
キ
也
。
価
テ
是
ヲ
シ
ル
シ
侍
ル
也
。
 
（
巻
一
）

狛
行
光
の
蘇
生
潭
と
地
獄
廻
り
で
あ
る
。
説
話
そ
の
も
の
は
、
「
神
仏
の
霊

験
を
説
く
類
型
的
な
堕
地
獄
者
の
蘇
…
生
課
に
過
ぎ
な
い
」
 
（
今
野
達
氏
「
教

訓
抄
の
提
起
す
る
説
話
文
学
的
諸
問
題
」
、
専
修
国
文
、
昭
和
四
十
八
年
一

月
）
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
は
、
今
野
達
氏
御
指
摘
の
よ
う
に
、

解
脱
上
人
貞
慶
が
こ
の
話
を
「
御
社
験
記
」
に
記
し
、
同
時
に
説
法
の
場
で
も

「
度
々
」
と
語
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
 
「
尊
卑
分
脈
」
に
「
希
有
大
道

者
・
三
昧
法
二
神
変
人
也
・
修
学
碩
才
名
徳
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
興
福
寺
の

僧
貞
慶
が
、
当
時
、
「
生
仏
ノ
コ
ト
ク
、
タ
ツ
ト
ミ
タ
テ
マ
ツ
」
ら
れ
た
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
「
教
訓
抄
」
に
「
件
行
光
ハ
、
ム
ヶ
ニ
マ
チ

カ
キ
物
ナ
ル
一
こ
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
行
光
が
他
界
し
た
の
は
仁
平
二

年
（
一
一
五
二
）
の
こ
と
で
あ
り
、
近
真
は
そ
れ
よ
り
二
十
七
年
後
の
治
承
二

年
に
生
誕
し
、
又
、
貞
慶
に
し
ろ
、
行
光
の
他
界
し
た
二
年
後
の
久
寿
元
年
（

一
一
五
四
Y
に
生
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
光
蘇
生
謂
が
、
貞
慶
に

し
ろ
近
事
に
レ
ろ
、
彼
ら
自
身
が
実
際
に
見
聞
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は

勿
論
で
あ
る
。
貞
慶
が
、
本
説
話
を
法
会
で
「
度
々
」
語
っ
た
と
い
う
意
図
は

春
日
明
神
が
行
光
を
加
護
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
狛
行
光
を
語
っ
た
の
で
は
な

い
。
一
方
、
「
御
社
験
記
、
解
脱
聖
人
貞
慶
ト
申
シ
テ
（
中
略
）
カ
キ
ヲ
カ
セ

給
タ
リ
」
と
記
し
た
近
真
が
「
御
社
験
記
」
を
見
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
そ

し
て
、
「
又
説
法
ニ
モ
度
々
セ
サ
自
給
シ
也
」
と
い
う
表
現
は
、
法
会
に
お
け

る
貞
慶
の
語
り
を
実
際
に
近
事
が
聞
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
貞
慶
の
他
界
し
た

建
暦
元
年
（
一
二
一
二
）
時
は
、
近
真
が
三
十
六
歳
の
時
で
あ
る
。
興
福
寺
所

属
の
楽
人
近
景
と
興
福
寺
の
僧
貞
慶
と
の
交
流
は
当
然
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
た
だ

残
る
問
題
点
は
、
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
三
月
、
藤
原
公
衡
が
作
っ
た
「
春

日
権
現
験
記
絵
詞
」
第
六
巻
の
詞
書
に
、

 
 
狛
行
光
は
興
福
寺
の
舞
人
な
り
。
生
年
十
六
歳
に
し
て
父
に
し
た
が
ひ
て

 
 
は
じ
め
て
賀
殿
の
曲
を
つ
た
へ
て
後
、
よ
り
く
社
頭
に
参
り
て
ひ
そ
か

 
 
に
こ
の
舞
を
奏
す
る
こ
と
年
月
に
成
に
け
る
。
あ
る
と
き
重
病
を
う
け
て
・
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息
た
え
に
け
る
程
に
、
閻
魔
の
庁
に
い
た
り
ぬ
。
こ
～
に
気
だ
か
き
人
王

 
 
宮
に
い
た
り
給
。
閻
王
専
饗
応
の
気
色
あ
り
。
王
に
の
給
や
う
、
こ
の
男

 
 
わ
れ
に
忠
節
ふ
か
く
、
生
年
十
六
歳
よ
り
こ
の
か
た
そ
の
志
い
ま
だ
か
は

 
 
ら
ず
、
．
ね
が
は
く
は
、
我
に
ゆ
る
す
べ
し
と
の
た
ま
ふ
。
王
お
ほ
せ
に
し

 
 
た
が
ひ
ぬ
。
乞
得
て
王
宮
を
い
で
給
。
行
光
あ
や
し
み
申
け
る
は
、
い
ま

 
 
ゆ
る
さ
る
㌧
お
～
き
み
の
洪
恩
な
り
。
抑
誰
人
に
て
お
は
し
ま
す
に
か
と

 
 
申
せ
ば
、
我
は
春
日
大
明
神
な
り
。
汝
も
し
地
獄
や
見
た
き
と
お
ほ
せ
ら

 
 
，
れ
け
れ
ば
、
か
り
の
こ
と
～
こ
ひ
ね
が
ふ
と
こ
ろ
な
り
と
申
。
や
が
て
行

 
 
．
光
を
具
し
て
地
獄
の
あ
り
さ
ま
を
み
さ
せ
給
。
く
る
し
み
の
や
う
に
す
べ

 
 
 
て
い
ふ
べ
き
き
は
に
あ
ら
ず
。
一
々
に
み
て
の
ち
に
い
か
な
る
方
便
に
て

 
 
か
は
回
報
を
ま
ぬ
か
る
べ
き
と
申
せ
ば
、
父
母
に
孝
養
す
べ
し
。
け
う
や

 
 
う
は
最
上
の
功
徳
な
り
。
も
し
よ
う
つ
と
む
れ
ば
、
地
獄
に
お
ち
ず
と
を

 
・
し
へ
た
ま
ひ
け
り
。

と
記
さ
れ
て
い
る
一
回
が
、
「
教
訓
抄
」
の
記
事
と
ス
ト
ー
リ
ィ
は
同
じ
で
あ

、
る
も
の
の
、
全
く
同
文
で
は
な
い
で
と
で
あ
る
。
「
春
日
権
現
験
記
」
が
「
御

社
験
記
」
に
拠
っ
た
か
ど
う
か
も
さ
だ
か
で
な
い
。
が
ギ
．
と
に
か
く
、
行
光
蘇

生
謳
は
、
「
御
社
験
記
」
に
記
さ
れ
、
し
か
も
、
．
貞
慶
が
法
会
で
し
ば
し
ば
語

 
っ
て
い
た
。
「
寸
間
、
件
行
光
ハ
、
ム
ヶ
ニ
マ
チ
カ
キ
物
ナ
ル
ニ
、
楽
所
ニ
ハ

'
旧
記
ニ
モ
ミ
ヘ
ス
、
云
伝
タ
ル
事
モ
無
ク
侍
レ
ハ
、
勇
不
審
無
レ
極
ト
イ
ヘ
ト

モ
」
と
記
し
た
近
真
の
疑
問
は
、
当
時
、
こ
の
蘇
生
讃
が
「
御
社
験
記
」
と
貞

慶
の
説
話
中
以
外
に
見
聞
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
し
た
が
っ
て
、
貞
慶
と
近
真
の
近
接
し
た
、
と
い
う
よ
り
も
同
時
代
の
人

物
で
あ
る
ζ
と
を
念
頭
に
お
く
と
、
本
説
話
冒
頭
の
「
或
記
」
と
は
「
御
社
験

、
記
」
を
指
す
も
の
の
、
説
話
内
容
そ
の
も
の
は
主
と
し
て
貞
慶
の
説
法
に
拠
っ

「
教
訓
抄
」
と
往
生
説
話

た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
、
「
春
日
権
現
験
記
」
と
「

教
訓
抄
」
の
相
違
と
な
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
本
説
話
は
、
お
そ
ら
く

「
南
都
の
楽
聖
や
楽
家
に
伝
承
さ
れ
た
話
で
は
な
く
、
興
福
寺
僧
や
春
日
社
家

が
管
理
し
て
い
た
も
の
」
 
（
今
野
達
氏
）
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
文
字
通
り
主

に
興
福
寺
僧
貞
慶
の
口
語
り
を
も
と
と
し
て
記
録
さ
れ
た
の
が
「
教
訓
抄
」
本

説
話
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
。
「
教
訓
抄
」
巻
四
に
見
る
還
城
楽
に
ま
つ
わ
る

大
神
晴
遠
蘇
生
諦
も
、
「
十
訓
抄
」
に
類
話
を
有
す
る
な
ど
人
口
に
喩
伍
し
た

話
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
「
教
訓
抄
」
前
盛
は
、

 
 
大
神
晴
遠
ヵ
家
ノ
相
伝
ノ
秘
曲
也
。
従
レ
天
降
タ
ル
面
、
嫡
々
相
伝
。
三
二

 
 
妬
心
・
ア
リ
。
薫
蒸
輩
繍
張
工
鞭
助
系
図
・
云
、
此
晴
遠
逝
去
・
了
．

 
 
経
二
七
日
一
ヲ
蘇
…
生
メ
語
云
、
我
瑛
魔
王
ノ
御
前
二
脆
処
二
、
召
シ
問
テ
云
、
抑

 
 
三
者
ハ
定
業
有
レ
限
但
釈
迦
大
師
御
報
恩
ヲ
修
ス
ル
興
福
寺
ノ
常
楽
会
二
、
必

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
こ

 
 
有
二
還
城
楽
ノ
秘
曲
一
。
然
を
件
秘
事
ハ
悉
ク
伝
授
メ
、
参
画
ル
カ
如
何
。

 
 
干
レ
時
晴
遠
申
云
、
悲
哉
不
・
知
二
死
期
一
間
、
今
二
手
ヲ
ツ
タ
ヘ
ス
シ
テ
、

 
 
マ
イ
リ
テ
侍
ル
ヨ
シ
申
時
二
、
大
王
ヲ
ト
ロ
カ
セ
給
キ
。
人
ヲ
召
テ
勘
替

 
 
テ
、
三
ケ
日
ノ
イ
ト
マ
ヲ
給
。
干
・
酒
浮
二
返
テ
、
件
手
ヲ
伝
ヘ
シ
ト
蒙
・

 
 
仰
テ
、
イ
ト
マ
ヲ
給
ハ
リ
ツ
ル
ト
テ
、
サ
メ
サ
メ
ト
ナ
キ
テ
、
嫡
男
是
遠
。

 
 
ス
へ

 
 
旧
居
テ
、
二
手
ヲ
伝
授
了
。
診
鷲
”
功
銭
邸
四
掬
三
ケ
年
以
後
令
二
逝
去
「

 
 
了
。
愛
二
晴
遠
ヨ
リ
是
光
マ
テ
、
嫡
子
一
人
二
乱
曲
ヲ
伝
来
処
二
、
是
光
之

 
 
時
、
調
野
胱
騨
伝
了
。

と
伝
え
、
こ
の
説
話
は
、
同
書
巻
七
に
、

 
 
大
神
ノ
晴
遠
ハ
、
還
城
楽
ノ
秘
事
ヲ
惜
ミ
、
伝
ヘ
ス
シ
テ
逝
去
畢
。
経
二
七

 
．
日
一
癖
、
瑛
魔
王
宮
ヨ
リ
カ
ヘ
サ
レ
テ
音
曲
伝
ヘ
ト
・
メ
タ
リ
。
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と
縮
約
化
さ
れ
た
形
で
も
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
こ
の
大
神
晴
遠
蘇
生
諦

は
、
「
十
訓
抄
」
第
十
「
舞
師
晴
遠
蘇
…
生
伝
還
城
楽
々
」
に
も
賃
率
を
見
る
。

 
 
南
都
に
舞
の
師
あ
ぎ
な
和
博
士
晴
遠
と
い
ふ
者
あ
り
け
り
。
重
代
に
て
還

 
 
城
楽
を
舞
に
、
君
に
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
ほ
ど
に
、
童
舞
い
ま
だ
人
に
教

 
 
ざ
り
け
る
前
に
、
病
付
て
失
に
け
り
。
土
用
の
比
な
り
け
れ
ば
、
図
嚢
を

 
 
は
ト
そ

 
 
柞
森
の
本
に
を
け
り
け
る
。
さ
て
二
三
日
有
て
、
其
前
を
木
こ
り
過
け

 
 
る
に
物
の
う
め
く
音
の
し
け
れ
ば
、
あ
や
し
く
思
て
蓄
電
家
に
告
げ
れ

 
 
ば
、
妻
子
親
類
行
て
見
る
に
、
い
き
か
へ
り
た
り
け
れ
ば
、
家
に
具
し
て
来

 
 
て
漸
に
た
す
け
あ
っ
か
ひ
け
る
程
に
、
次
第
に
人
ご
㌧
ち
出
来
に
け
り
。
，

 
 
語
て
云
、
善
心
魔
王
宮
に
参
て
算
定
ら
れ
し
時
、
一
人
の
冥
宮
申
や
う
、
・

 
．
日
本
の
舞
の
師
晴
遠
、
い
ま
だ
還
城
楽
を
伝
え
ぬ
さ
き
に
其
身
を
召
れ
た

 
 
り
。
今
度
は
召
遣
し
て
舞
を
伝
え
し
め
さ
せ
て
震
れ
ば
よ
ろ
し
か
ら
ん
と

 
 
申
。
そ
の
と
き
各
議
し
て
、
実
に
し
か
る
べ
し
。
且
今
度
の
常
楽
会
の
舞

 
 
仕
れ
と
て
、
返
さ
る
㌧
と
思
ひ
つ
る
程
に
伝
え
潤
て
又
失
に
け
り
。
弟
子

 
 
を
ぱ
上
毛
生
月
高
と
そ
い
ひ
け
る
。
此
際
遠
が
先
祖
の
舞
人
の
家
に
、
還

 
 
城
楽
の
面
あ
ま
く
だ
れ
り
。
ふ
り
お
も
て
と
名
付
て
重
代
是
を
伝
え
た
り

 
 
け
る
が
、
今
は
南
都
の
宝
物
に
て
有
と
聞
ゆ
。
彼
王
宮
に
も
算
道
を
重
く

 
 
せ
ら
る
㌧
事
あ
り
が
た
し
。

 
右
記
「
瓦
役
抄
」
と
前
掲
「
教
訓
抄
」
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
晴
遠
が
伝
授

し
た
相
手
が
異
な
っ
て
い
た
り
、
還
城
南
の
面
の
伝
来
も
「
十
訓
抄
」
の
方
が

詳
細
で
あ
る
。
文
章
そ
の
も
の
を
見
て
も
、
「
教
訓
抄
」
の
本
説
話
が
い
き
な

り
「
十
訓
抄
」
本
説
話
の
典
拠
と
な
っ
た
と
考
え
る
の
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

や
は
り
、
「
教
訓
抄
」
と
は
別
系
統
の
伝
承
を
有
す
る
散
秩
文
献
の
存
在
を
想

像
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
「
教
訓
抄
」
本
説
話
冒
頭
に
「
系
図
二

云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
少
し
く
考
察
し
た
い
。
大
神
氏
は
、
南
都

方
と
京
都
方
に
分
れ
た
も
の
の
、
晴
遠
は
、
豊
強
同
様
、
南
都
興
福
寺
所
属
の

楽
人
で
あ
っ
た
。
な
お
、
「
系
図
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
群
書
類
従
所
収

の
二
編
の
「
大
神
系
図
」
に
は
晴
遠
蘇
生
諜
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
勿
論

「
系
図
二
云
」
と
い
っ
て
も
、
先
行
文
献
を
孫
引
き
し
た
と
い
う
可
能
性
は
あ

る
。
し
か
し
、
彼
が
大
神
氏
同
様
、
南
都
興
福
寺
所
属
の
楽
人
で
あ
っ
た
点
を

考
え
る
と
、
近
真
が
「
大
神
系
図
」
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
近
真
が
こ
の
説
話
を
「
教
訓
抄
」
に
登
載
し
た
の

は
蘇
生
潭
と
い
う
奇
異
な
る
事
実
に
存
す
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
「
還

城
楽
」
に
ま
つ
わ
る
話
と
し
て
登
載
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
別

伝
と
も
い
う
べ
き
「
十
訓
抄
」
説
話
の
存
在
は
、
こ
の
説
話
が
か
な
り
人
口
に

喰
表
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

 
こ
の
他
、
「
教
訓
抄
」
に
は
、
「
廻
忽
」
 
（
又
は
「
廻
骨
」
）
の
項
に
、

 
 
此
曲
貴
養
成
所
レ
作
也
。
昔
大
國
二
有
二
一
人
大
臣
一
。
号
テ
日
ク
貴
養
成
。

 
 
彼
有
文
日
。
大
忠
連
。
忽
二
野
レ
テ
病
死
去
畢
。
三
三
テ
百
ケ
日
一
。
彼
臣
至
二

 
 
昔
下
墓
辺
｝
作
二
一
ノ
楽
 
。
琴
二
陣
レ
之
。
至
ニ
ル
七
返
「
之
時
。
彼
死
骨
息

  

ｶ
唾
レ
墓
三
匝
之
寄
響
首
骨
掛
蛭
鶏
聯
（
巻
六
）
'

と
い
っ
た
奇
怪
な
説
話
も
存
在
す
る
。
・
ζ
れ
は
蘇
生
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う

が
、
貴
養
成
が
大
山
々
の
墓
で
一
つ
の
曲
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、
骨
が
蘇
え
っ
て

墓
の
ま
わ
り
を
廻
っ
て
消
失
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

 
「
教
訓
抄
」
は
、
純
粋
な
説
話
集
で
ぽ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
そ

の
中
に
説
話
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
あ
る
。
し
か
し
、
 
「
楽
家
に

．
よ
る
説
話
伝
承
は
中
古
・
中
世
に
お
け
る
説
話
伝
承
の
重
要
な
一
支
脈
で
、
そ
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れ
に
連
な
る
伝
承
に
は
今
昔
物
語
集
以
下
中
世
説
話
作
品
に
関
連
す
る
も
の
が

少
な
く
な
い
」
（
今
野
達
氏
前
掲
論
文
）
も
の
で
あ
り
、
一
つ
の
大
き
な
説
話

伝
承
圏
を
見
る
思
い
が
す
る
。
近
真
が
子
孫
の
た
め
に
作
成
し
た
「
教
訓
抄
」

が
、
同
時
に
自
己
の
強
い
狂
言
綺
語
観
に
支
え
ら
れ
て
成
立
し
た
こ
と
は
否
定

で
き
ま
い
。
そ
し
て
、
あ
る
楽
曲
が
も
の
の
見
事
に
仏
世
界
と
一
致
し
て
い
た

り
、
狛
則
近
・
源
俊
房
・
実
忠
・
増
賀
ら
の
往
生
説
話
、
あ
る
い
は
狛
行
光
・

層
大
神
晴
遠
蘇
生
説
話
な
ど
、
し
か
も
則
近
・
行
光
・
晴
遠
と
い
っ
た
編
者
自
身

と
同
族
あ
る
い
は
同
種
の
人
物
の
説
話
を
含
ん
で
い
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
説

教
話
を
筆
録
し
た
か
と
目
さ
れ
る
行
光
説
話
や
、
狛
氏
一
門
に
伝
承
さ
れ
て
い

た
か
、
近
真
自
身
の
見
聞
課
と
考
え
ら
れ
る
則
近
説
話
・
散
侠
文
献
の
存
在
を

想
像
さ
せ
る
俊
房
説
話
な
ど
、
等
閑
視
で
き
な
い
説
話
が
い
く
つ
が
存
在
す
る

と
い
え
る
。
「
教
訓
抄
」
に
見
る
往
生
話
・
蘇
生
説
話
の
背
後
に
は
、
同
時
に
、

南
都
を
中
心
と
す
る
楽
人
達
の
説
話
伝
承
圏
を
も
想
像
さ
せ
る
。
し
か
も
、
そ

れ
は
、
あ
る
場
合
興
福
寺
・
春
日
神
社
に
い
た
で
あ
ろ
う
強
力
な
説
法
者
達
と

の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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〆

「
教
訓
抄
」
と
往
生
説
話


